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 本発表では，Michelle Obama の Becoming (2018) と仏語版の Devenir (2018) を
コーパスとし，テクストにおけるフランス語の⼤過去形と英語の過去完了形を⽐較
することで，フランス語の⼤過去形の特徴を明らかにすることを⽬指す． 

 まずテクスト構造と時制の関係を分析するために，Weinrich (1982) の「同質移⾏」
と「異質移⾏」を⽤いる．「同質移⾏」とは同じタイプの時制間，「異質移⾏」とは
異なる時制間での移⾏を指す．例えば，Weinrich (1982) は発話時点 t0と繋がりのあ
る時制を説明の時制，発話時点 t0と繋がりのない時制を語りの時制に分類し，「説明
の時制から説明の時制」または「語りの時制から語りの時制」への移⾏を同質移⾏，
「説明の時制から語りの時制」あるいはその逆への移⾏を異質移⾏としている． 

 次に，Declerck (1991) の時間の⽀配領域を定める「中⼼場⾯」という概念を取り
⼊れ，中⼼場⾯と諸時制の関係について論じる．Declerck (1991) は現在形や単純過
去形のような中⼼場⾯となる時制を絶対時制と呼び，過去完了形や過去未来形のよ
うな中⼼場⾯に従属する場⾯を相対時制と呼んでいる．この観点から実際のテクス
トを分析すると，出来事の前後関係は同⼀の中⼼場⾯と従属関係にある時制間でし
か作れないことが確認できる．本発表では，中⼼場⾯が維持される場合は同質移⾏，
中⼼場⾯が変わる場合は異質移⾏と呼ぶ． 

 以上の概念を使って，実際にテクストを分析する．英語原⽂の単純過去形が仏語
版では連続して⼤過去形に翻訳される場合，⼤過去形が表す事態は中⼼場⾯となる
事態の詳細を表すようである．このことから，⼤過去形は⼀つの中⼼場⾯を変えず
に維持したまま（同質移⾏し），そこに関連づけられる事態を表す働きがあるといえ
る．このようなフランス語と英語の違いは，未完了を表す過去時制の有無に起因す
る．フランス語の場合，半過去形という未完了時制があるが，英語の過去時制には
未完了時制が存在しない．これが両時制の過去の中⼼場⾯を維持する⼒の差になっ
ており，フランス語の⼤過去形と英語の過去完了形の使⽤の差に関係している． 
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